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 はじめに 

多くの利点を有する透光性多結晶セラミックスは，固体レーザー分野において重要な役割を果
たしてきた．しかし，複屈折を有する非立方晶系材料では，結晶粒界で散乱を受けるため，レー
ザー材料として利用することは困難である．一方，既存の光学材料の多くは非立方晶系であり，
これらの高品質な透明セラミック化技術を確立できれば材料開発の幅が劇的に拡がり，新たな光
源開発にも役立つと期待できる． 

このような背景の下，我々は，粒界散乱の大きさが結晶粒の大きさに比例することに着目し，
微結晶粒で構成される非立方晶系セラミックスの透明化に取り組んできた．そして，六方晶系の
フッ化アパタイト（Ca10(PO4)6F2：C-FAP）に対して，Nd添加微粉体の液相合成，放電プラズマ焼
結（SPS）を用いた低温焼結を行い，平均粒径 140 nmの微結晶粒と緻密化の両立に成功した．さ
らに，結晶方位がランダムな非立方晶系セラミックスで初めてレーザー発振を実証した[1]． 

本研究では，これまでの知見をもとに，同じアパタイト系レーザー母材であり，高出力レーザ
ー材料として用いられている Yb添加 S-FAP（Sr10(PO4)6F2）に焦点を当て，透明セラミックス化を
試みた．その結果，良好な焼結体が得られたので報告する． 

実験方法と結果 

Yb:S-FAP 微粉体の合成では，初期原料に H3PO4，Sr(OH)2・8H2O，YbCl3・6H2O を用い，初め
に水酸アパタイト(Yb:S-HAP)前駆体を作製した．その後，前駆体にフッ素化合物を添加して熱処
理することでフッ素置換し，Yb:S-FAP 微粉末を得た．次に，SPS 装置を用いて Yb:S-FAP 粉体を
950 ℃で焼結した．得られた焼結体の両端面に光学研磨を施し，各種評価を行った． 

図１に焼結体の透過率および写真を示す．図中の点線は S-FAP の屈折率から算出した理論透過
率である[2]．波長 1 m付近に Yb3+による吸収が見られる．図 2に，波長 905 nmの半導体レーザ
ーで励起した際の蛍光スペクトルを示す．985 nm及び 1047 nm蛍光ピークがあることを確認した．
これは Yb:S-FAP 単結晶の結果と一致する[3]．その他詳細の特性評価に関しては当日報告する． 
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Fig. 1: Transmitted spectra of Yb:S-FAP ceramics. 

 

Fig. 2: Fluorecence spectrum of Yb:S-FAP ceramic. 
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